
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

住所ｓＩ－

Ｕ〕l折ｲF地）

氏名（M５人にあ
て1ｋ．仏称及び代

止Ｈの氏燗）

事業者０-ア
業種

注ｌ鍍当するロには、レ印を記入してください，特定察菜者以外のJlF業脅の方はし印の記入は不嘆です。

２「基噸年度」とは計画期間の前年度を、「目標年度」とはiIl画期間の最終年度を、「報告年度」とは3+画期|Ｍ１のうち、今匝l側告の対象となる年度をいいます。
３「事業所等排出区分」とは京都府内の事業所等の噸業活動のためのエネルギーの使用に伴い発生する温室効果ガスを、「輸送車両排出区分」とは自動車運送噸業者については使ﾉﾄﾞlの本拠の位厩を哀郁府内とする噸Ii1ii
の排出する温室効果ガスを、鉄道事業者については保有する貨物車両又は旅客噸両の排出する温室効果ガスを、「その他排出区分」とは上記以外の京郷府内における蛎業所等の瓶業活動に伴い発生する温室効果ガス
をいいます。

４「原単位当たりの温室効果ガス排出､【等」の「用途区分」には、○○工場、事務所などの用途を記入してください。「原馳位の指標」には、分子の「二鹸化炭紫換算」の下に分母となる指標（生藤数職、延べ床面
積、走行距離等）を記入してください。

５「その他の地球温暖化対策による温室効果ガスの削減１１t等」のうち「森林の保全及び整傭」の「目標年度（3卜爾）」欄に1大計画期間中の目標の累計を、「報告年度（実績）」欄には実績の累計を記入してください，

６「特記事項」には、平成２年度（１９９０年度）を蕊噸とした排出砥の対比や、省エネ製品開発企ど他者の温室効果ガス排出削減への貢献、グリーン鯛逮の採用、特定フロンなどの条例揃定外の温室効果ガスのF1ﾘ減
などを記入してください。

住所（法人にあっ
ては、=lZたる

所の所在地）

PhF務 京都府八幡市八幡沢１番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

友打の氏名）
城南衛生管理組合管理者久保田勇

事業者の主たる
業種

宇治市、城陽市、八幡市、久御山町、宇治田原町及び井手町のし尿収集運搬及び処理並びにごみの中継運搬に関する業務、
焼却処理、破砕処理、埋立及びリサイクル事業

該当する事業者

要件 原京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

ｒ 

杉

京都府地球温暖化対策条例施行規則第１０条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 Ｈ20年４月～Ｈ２2年３月

基本方針

リサイクル啓発による廃プラスチックの混入率の削減や廃棄物削減、ＩＳＯ活動及びエコ事業所活動（ＩＳＯ適用サイト外事業所におけるエコ活動）による
省エネ

推進体制
地球温暖化防止の総括的推進は、専任畠'1管理者、事業部長、施設部長、環境管理責任者で構成する「地球温暖化対策素新会議」で行う

環境マネジメントシステム名称 ＩＳＯ14001（認証取得） ＩＳＯｌ４００１（適合自主官言）

適用範囲 八幡市八幡沢１番地本庁管理棟他 八幡市八幡沢１勝地本庁穣理棟他

取得年月日 平成13年７月～平成22年7月 平成22年７月～
年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

2０ 

2１ 

2２ 

設備、対象、工程等

ＩＳＯ認証サイト内外

ＩＳＯ認証サイト内外

ＩＳＯ超狂（適合）サイト内外

措置内容

ＩＳＯ活動と連動した省エネ活動、廃棄物発電、管内住民に対しての廃棄物減量啓発

ＩＳＯ活動と連動した省エネ活動、廃棄物発電、管内住民に対しての廃棄物減量啓発

ＩＳＯ活動と連動した省エネ活動、廃棄物発電、管内住民に対しての廃棄物減量啓発
温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）

’（19）年度
(二酸化炭講換算）

目標年度（計画）

(22）年度
(二酸化炭蕊換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(22）年度
(二鹸化炭素換算）

増減率
(実績）

3,371.0ｔ 3,371.0ｔ 0.0％ 2,493.1ｔ -26.0％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

33,437.0ｔ 33,437.0ｔ 0.0％ 37,205.4ｔ 11.3％ 

＊１ 36,808.0ｔ *２36,808.0ｔ 0.0％ ＊，Ｉ 39,698.5ｔ 7.9％ 

事業所等におけるエネルギー源ＣＯ２排出量は26％減という大きな削減となった。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 墹減率（計画） 報告年度（実績） 墹減率（実績）

(Xｂ `X， 

(X， ％ 

％ `X， 

その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用．

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）

取組殿騨 (二鹸化炭衆換算）

(整蝋面積） hａ (吸収砥） ｔ 

(下り用駐） IｎＪ (削減唾） ｔ 

(充電鼠） kwｈ (削減、） ｔ 

(熱供給趾） GＪ (削減戯） ｔ 

(鯛入、【） kwｈ (削減壁） ｔ 

(1脚入fit） ｔ (削減殿） ｔ 

一一一一一一一一 ＊３ ｔ 

報告年度（実績）
取組瞳等 (二酸化炭素換算）

(溌備面積） hａ (吸収戯） ｔ 

(利用熾） Iｎコ (削減鰍） ｔ 

(充電砿） kwｈ (削減戯） ｔ 

(熱供給股） GＪ (ﾊﾞﾘ減量） ｔ 

(鯛入駄） kwｈ (削減戯） ｔ 

(鯛人殿） ｔ (削減Iit） ｔ 

＊５ 
ｔ 

差引排出量

(排出合計一削減蝉合計）

基準年度（実績）

＊1 36,808.0ｔ 

目標年度（計画）

(蛇)-(*:'）36,808.0ｔ

増減率（計画）

0.0％ 

報告年度（実績）

(判）‐仏5） 39,698.5ｔ 

増減率（実績）

7.9％ 
地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

広報紙やホームページによる住民啓発。循環型社会に根ざした各種イベントの提供。安心安全な施設運転による廃棄物処理。
リサイクル事業としての剪定枝の販売並びに植樹事業。各地域のパートナーシップへの参画他。、

特記事項
控南衛奎萱專糧含で喚王匪坦年度E逼対法に菫づく実行計画を策定し､平成１３年度基準年､平成20年度で10%削減する目標の第１期計画を201%の削減で
終え、平成21年度からは基準年度を同じくし、平成25年度で22.4％削減目標の第２期計画を推進中である。そのため、京都府への目標値は平成19年度と同数
値としたが、実行計画第１期の取組みにより、すでに大幅に削減しこれ以上の削減はかなり厳しい。また、廃棄物焼却施設では、廃プラ混入率のわずかな変
化だけでも、大きくＣＯ２排出量に影響するため、他の削減努力が帳消しになるという特性を有している。


